


似た等級と異なる色の１等星
６月の星空で目立つ１等星が二つあります。

ひとつは、南の空高くに輝く、うしかい座のアー
クトゥルス。
日本で見ることのできる星のうち、３番目に明
るい星で、麦の刈入れの時期に空の高いところ
に見え、輝きも実りを迎えた麦のような色をし
ていることから「麦星」と呼ばれています。ていることから「麦星」と呼ばれています。
アークトゥルスの実視等級はー０.０４等です。

もうひとつは、東の低空に輝く、こと座のベガ。
アークトゥルスに次ぐ明るさを誇ります。
「夏の大三角」の一角をなし、七夕伝説の「織
姫星」としても親しまれています。
ベガの実視等級は０.０３等です。

どちらも明るい１等星とされていますが、正確どちらも明るい１等星とされていますが、正確
には１等級よりも明るい０等級に分類されます。

似た明るさのアークトゥルスとベガですが、実
際の星空で観察してみると、輝きの色が違って
見えます。
アークトゥルスやベガのような恒星と呼ばれる
星の色の違いは、星の表面温度が関係しており、
表面温度が高い順に、青→白→黄→橙→赤と色表面温度が高い順に、青→白→黄→橙→赤と色
が異なります。
アークトゥルスの表面温度はおよそ４０００度で、
太陽より低く、黄色から明るいオレンジ色に輝
いて見えます。
一方、ベガの表面温度は太陽よりはるかに高い
１００００度ほどで、白く輝いています。
物体は表面温度が高いほど明るく光りますが、物体は表面温度が高いほど明るく光りますが、
表面温度が低いアークトゥルスが、ベガと同じ
ように明るく輝いて見えるのは、アークトゥル
スが非常に大きな「赤色巨星」と呼ばれる星だ
からです。


